
NQ3 0 2

ゞ Iiγ
算 111業重縦I薫

'場

II]僧

出しま した .

とび っき り元気 な新 1メチ ャ クチ ャ明 る く、

年生 を紹 介 します .

‐312-



広報ιチろ(2)

平
成
七
年
二
月
定
例
会
で
、
平

成
七
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

本
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
経
済

と
地
方
財
政
の
現
状
に
か
ん
が
み
、

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
留
意
し

つ
つ
、
特
産
品
販
売
セ
ン
タ
ー
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

実
取
地
区
県
営
ほ
場
整
備
や
貯
氷

庫
建
設
、
下
水
道
事
業
の
実
施
等

の
ほ
か
、
市
浦
村
誕
生
四
十
周
年

事
業
や
国
際
化

・
情
報
化
時
代
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
青
少
年
の
育

成
を
図
る
た
め
、
国
際
交
流
員
と

十
三
湊
遺
跡
発
掘
調
査
や
総
合
健

診

（
一
日
ド
ッ
ク
）
継
続
等
の
予

1篭

の充実

磯松地区ふるさと農道整備事業

鰺 ヶ沢・十三線道路改良・舗装事業

津軽広域水道企業団負担金

下水道事業費

村道側溝整備事業

鷺:|

今年度の 主
「

J
事業を見 てみ よ う

1  豊かさの実現  |
特産品販売センター建設事業

実取地区ほ場整備事業負担金

桂川地区かんがい排水事業

脇元・十三漁港局部改良事業負担金

歩道用小型 ロータリー購 入

スキー場照明施設工事

野菜周年産地育成事業補助金

「瑾墓菫墓墨異『
創
鳥胴

曇][[[1薔讐仏委訓爵鸞|

ホームヘルプ事業運営委託料

特別養護ホーム等入所者負担金    6,908万 円

1日 ドック委託料等

1 外国青年招致事業           640万 円  |
L                  I



(3)広報ιウろ

予算編成 にあた つて

市浦村長 高 松 隆 三

的に対処することといたし幸した。

〔歳 入〕

〔性質
平成7年度会計別予算額

■
1般

‐|‐ 会 1計

特

別

会

計

下‐水 道 事 業

日保事業勘定,

国保直診つ定

老 1人 1保 1健 |

相|ヽヽ :産‐区

脇元財産区

・額



島
大
学
で
修
了
式

東

日

流

未

来

塾

第

一
期

生

東
日
流
未
来
塾
が
、
二
月
二
十
七
　
　
運
営
や
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
取

日
、
福
島
県
に
あ
る
福
島
大
学
に
お
　
　
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

い
て
、
第

一
期
生
の
修
了
式
を
行
い
　
　
通
し

「未
来
の
む
ら
づ
く
り
」
に
つ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
語
り
合
い
学
ん
で
き
ま
し
た
。

塾
は
、
平
成
四
年

一
月
に
地
域
に
　
　
な
か
で
も
、
平
成
四
年
九
月
に
は
村

新
風
を
吹
き
込
も
う
と
、
福
島
大
学
　
　
と
協
力
し
、
岩
手
県
中
尊
寺
か
ら
市

経
済
学
部
の
下
平
尾
勲
教
授
を
塾
長
　
　
浦
村
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「炎

に
、
塾
生
四
十
四
人
で
ス
タ
ー
ト
．　
　
　
立
つ
」
ゆ
か
り
の
地
を
ウ
ォ
ー
ク
リ

塾
生
に
は
、
村
内
の
二
十
代
か
ら
七
　
　
レ
ー
し
、
四
六
〇
』
を
村
民

一
一
八

十
代
ま
で
の
会
社
員
や
自
営
業
、
主
　
　
人
に
よ
り
五
日
間
九
八
時
間
三
〇
分

婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
参
　
　
を
か
け
て
踏
破
し
た

「歴
史
探
見
ウ

加
し
、
こ
れ
ま
で
講
演
会
の
企
画
、　
　
　
ォ
ー
ク
」
や
平
成
五
年
十

一
月
の
Ｎ

長
と
合
流
し
、
「農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
　
　
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
最
後
に

チ
ャ
ー
公
園
」
を
視
察
し
た
後
、
宿
　
　
塾
生
を
代
表
し
、
小
山
内
文
明
塾
頭

舎
で
塾
長
を
講
師
に

「産
業
の
変
化
　
　
（十
三
）
が

「今
後
は
三
年
間
の
実
践

と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
研
修
会
　
　
を
活
か
し
、
自
分
た
ち
の
村
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
励
み
に
し
た
い
」
と
お
礼
の
こ
と

翌
日
は
、
福
島
大
学
々
長
と
記
念
　
　
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

′卜山内千津子 さん (十 三 )

が 今 ま 卜 奥 ・ れ
｀口 K

持 回 し
L州

奥 ま さ ヶ 大

上紹ちで賛轟た事li'F

だ曇 奮霧嘉{勇 i子
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一
月
に
、
塾
長
を
迎
え
た
講
演
会
の

際
、
塾
生
の
中
か
ら

「最
後
は
、
本

物
の
大
学
で
修
了
証
書
を
受
け
た
い
」

と

一
気
に
計
画
が
盛
り
上
が
り
、
塾

長
と
福
島
大
の
協
力
を
得
て
実
現
に

福
島
へ
は
二
十
六
日
、
塾
生
十
二

人
と
高
松
隆
三
村
長
を
乗
せ
た
バ
ス

が
七
時
間
を
か
け
到
着
。　
一
行
は
塾

撮
影
し
た
後
、
修
了
式
に
出
席
し
、

修
了
証
書
を

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

た
下
平
尾
塾
長
は

「常
に
問
題
意
識

を
持
っ
て
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

単
位
を
取
る
た
め
に
大
学
に
来
る
学

生
と
は
違
っ
た
。
今
後
も
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
―
の
気

持
ち
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
、
高
松
村
長
が
お
祝
い

下平尾 勲 塾長 (前列右 か ら3人 目)を 中心 に
記念写真 に納 まる第 1期生修 了生

第
九
十
九
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
、
二
月
十
九
日
午
後

一
時

か
ら
村
内
各
小
学
校
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
験
者
数
は

四
十
三
名
で
合
格
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
三
級
　
佐
藤
暁
希
奈
、
鳴
海

一

博
、
澤
田
幸
広
（辻
分
珠
算
塾
）、
小

倉
裕
美

▼
四
級
　
石
岡
慧
也
、
高
木
愛
架
、

三
和
朋
代
（辻
分
珠
算
塾
）、
秋
田
亜

里
美
（浦
田
塾
）

▼
五
級
　
竹
浪
靖
規
、
武
田
甘
菜
、

三
浦
萌
美
（辻
分
珠
算
塾
）、
小
山
内

理
恵
、
梶
浦
裕
季
、
梶
浦
瑞
穂

（浦

田
塾
）

▼
六
級
　
宮
本
円
（辻
分
珠
算
塾
）

▼
七
級
　
小
倉
広
大
、
若
山
宗
裕
、

高
田
恵
、
浜
田
祐
輔
⌒浦
田
塾
）

▼
八
級
　
石
岡
由
利
子
、
川
内
聡

美
（辻
分
珠
算
塾
）
、
今
野
洋
子

（浦

田
塾
）

▼
十
級
　
葛
西
敬
子

（辻
分
珠
算

塾
）



口
れた耀
邊弱
ｒ
ｌ
ｉ

一絋
〒
所嘗

田
農業聾
訳
受
順話
題

三
月
五
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
四
回
市
浦

村
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

受
賞
者
に
は
、
十
三
年
間
に
わ
た

り
十
三
海
洋
ク
ラ
プ
の
会
長
職
を
務

め
た
人
木
澤
良
蔵
さ
ん
を
は
じ
め
、

八
名
の
方
に
木
村
義
光
教
育
長
よ
り

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

木
村
教
育
長
が

「受
賞
を
機
会
に
今

後
益
々
技
を
磨
き
、
上
級
に
向
か
っ

て
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
ま

と
式
辞
を
述
べ
る
と
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
八
木
澤
さ
ん
が

「今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
で
文
化
的
な

村
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
後

輩
の
育
成
指
導
に
努
力
し
ま
す
」
と

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

八
木
澤
良
蔵

（十
三
、
十
三
海
洋
ク

ラ
ブ
）

十
三
海
洋
ク
ラ
ブ
設
立
以
来
、
十

三
年
間
に
わ
た
り
会
長
職
を
務
め
る

と
と
も
に
、
選
手
の
養
成
、
育
成
に

あ
た
り
毎
同
上
位
成
績
に
導
く
。

棟
方
由
美

（十
三
、
市
浦
村
体
育
協

会
）第

四
十
九
回
県
民
体
育
大
会
に
お

い
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
個
人
の
部

で
優
勝
し
、
総
合
の
部
準
優
勝
と
団

体
の
部
第
二
位
と
な
る
原
動
力
に
な

梶
浦
武
也

（十
三
、
市
浦
村
体
育
協

〈ム
）第

四
十
九
回
県
民
体
育
大
会
陸
上

競
技
男
子

一
〇
〇
Ｍ
競
技
に
お
い
て

優
勝
。

成
田
泰
平

（脇
元
、
八
戸
工
業
高
等

専
門
学
校
二
年
）

第
二
十

一
回
東
北
地
区
高
専
体
育

大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
準
優
勝
及
び
第

二
十
七
回
全
国
高
専
体
育
大
会
サ
ッ

カ
ー
競
技
準
優
勝
。

黒
川
貴
史

（脇
元
、
八
戸
工
業
高
等

専
門
学
校
四
年
）

第
二
十

一
回
東
北
地
区
高
専
体
育

大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
準
優
勝
及
び
第

二
十
七
回
全
国
高
専
体
育
大
会
サ
ッ

県
高
校
少
林
寺
拳
法
春
季
大
会
男

子
単
独
演
武
第

一
位
、
県
高
校
総
体

男
子
団
体
演
武
第

一
位
、
男
子
初
段

組
演
武
第

一
位
。

葛
西
大
祐

（脇
元
、
五
所
川
原
工
業

高
等
学
校
二
年
）

県
少
林
寺
拳
法
新
入
大
会
に
お
い

て
男
子
団
体
演
武
第

一
位
。

小
川
仁

（相
内
、
五
所
川
原
工
業
高

等
学
校
二
年
）

県
少
林
寺
拳
法
新
入
大
会
に
お
い

て
男
子
団
体
演
武
第

一
位
。

日＝円緑洋」叫」レフ″砧一ｒ‐シヨン・ザ・ギネス

「
第

十

三

回
村

民
室

内

運
動

会

」

と

　

　

ま

し
た

。

「
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン

・
ザ

・
ギ
ネ

　

　

　

主

催

者

を
代
表

し

て
木

村
義

光

教

ス
」

が

二

月

五

日
、
村

Ｂ
＆
Ｇ

海
洋

　

　

育

長

が

「
ケ
ガ
を

し

な

い
で
今

日

一

セ

ン
タ
ー
体
育

館

に
お

い
て
開

か
れ

　

　

日
楽

し

ん

で
く

だ

さ

い
」

と
あ

い
さ

つ
し
た
後
、
村
内
の
子
ど
も
会
か
ら

老
人
ク
ラ
ブ
ま
で
約
三
百
人
が
参
加

し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ー
プ

投
げ
や
雑
巾
が
け
リ
レ
ー
な
ど
の
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
、
ま
た
、
バ
ン
ブ
ー

ダ
ン
ス
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
、・
ザ

・
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
ど
ギ
ネ
ス
（記
録
）
に
挑

戦
す
る
ゲ
ー
ム
に
参
加
者
は
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

ま
た
、
二
月
に
行
わ
れ
た
委
員

一

般
選
挙
⌒無
投
票
）
で
当
選
し
た
十

一

人
に
、
新
た
に
村
議
会
、
村
農
協
、

北
五
農
業
共
済
組
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
か
ら
の
推
せ
ん
に
よ
り
次
の
五

名
の
方
が
加
わ
り
、
こ
れ
で
新
農
業

委
員
十
六
人
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

自
　
川
　
浅
次
郎
　
８３

（十
三
）

秋
田
谷
　
　
悟
　
　
４４

（桂
川
）

成
　
田
　
清
　
正
　
７０

（相
内
）

木
　
村
　
昭
　
一　
６７

（大
田
）

村
　
一π
　
則
　
美
　
６７

（磯
松
）

〈敬
称
略
〉

催
者
が
用
意
し
た
豚
汁
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら

「来
年
は
絶
対
記
録
を
更

新
し
た
い
」
と
参
加
者
は
口
を
そ
ろ

(励 広報ιチι

四
月
六
日
、
市
浦
村
農
業
委
員
会

総
会
（組
織
会
）
が
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
か
れ
、
会
長
に
村
元
則

美
さ
ん
、
職
務
代
理
者
に
自
川
浅
次

郎
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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雛▽帥臨Ⅷ＝郎針脚畔目測日剛

昔
か
ら

「健
康
は
ま
ず
歯
か
ら
」
　

　

つ
健
康
法
に
は
、
何
と
言
っ
て
も
Ｊ
一　
　
で
、
大
体
水
晶
と
［

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
の
健
康
に
　
　
十
五
歳
頃
よ
り
口
腔
衛
生
の
実
践
」
　

　

れ
て
い
ま
す
。
そ
，

関
す
る
話
が
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
歯
　
　
が
大
切
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
形
づ
く
っ
て
い
・

の
健
康
管
理
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
　
　
　
最
初
は
歯
の
構
造
か
ら
説
明
し
ま
　
　
質
で
す
。
こ
の
ぞ
ヽ

れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
次
回
か
ら
歯
を
建
物
に
た
と
え
　
　
ず
い
が
あ
り
ま
す
（

日
常
生
活
の
健
康
に
非
常
に
重
要
　
　
て
歯
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
方
法
　
　
と
呼
ば

・れ
ド
贈
降

な
働
き
盛
り
の
歯
の
健
康
問
題
と
言
　
　
を
詳
解
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
ま
ゎ
り
に

・セ
レ
Ｐ

証
岬
ビ
ヽ
暉
動
輝
嚇
赫
〓
〔
熱
動
¨

　ヽ
　
日
田
剛
日
困
円
日
旧
Ｍ

‐
＾

‐
口
円
Ｈ
円
円

‐ ‐
　
　
十
」
紅
錮
い
軸
嘲
一

口
臭
、
そ
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
く
熟
　
　
　
笑
っ
た
と
き
見
え
る
白
い
歯
、
こ
　
　
ま
わ
り
に
あ
る
ピ

年
の
整
容

（口
も
と
の
美
）
な
ど
が
　
　
の
歯
の
部
分
を
歯
冠
と
い
い
、
が
っ
　
　
こ
れ
を
歯
ぎ
ん
、

そ
の
大
要
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
　
　
ち
り
し
た
歯
根
は
あ
ご
の
骨

（歯
槽
　
　
い
ま
す
。
歯
冠
と
一

き
に
は
ゆ
毅
嚇
硝
岬
¨
暉
“
け
掛
制

、　
　
一
一
岬
鵡
げ
平
榊
拒

ノレ‐し
収
¨
』
¨
燎
　
　
御
ｒ
働
に
動
¨
剛

め
た
食
生
活
、
上
手
な
歯
の
み
が
き
　
　
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ナ
メ
ル
質
は
　
　
間
に
あ
る
溝
を
歯

方
、
少
な
く
と
も
年
に

一
度
の
歯
石
　
　
ヒ
ト
の
組
織
の
中
で
最
も
硬
い
組
織
　
　
い
い
ま
す
。
こ
の
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津
軽
の
伝
承

「前
九
年
合
戦
」
と
い
わ
れ
た
十
数
年
間
に

わ
た
る
東
北
地
方
の
戦
い
は
「厨
川
の
柵
」
の

隔
落
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
北

の
覇
者
安
倍

一
族
は
次
つ
ぎ
と
降
参
し
、
あ

る
者
は
斬
首
さ
れ
ま
し
た
。
敵
味
方
と
も
さ

ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
日
本
歴
史
の
中
に

遺
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
で
津
軽
に
も
「前
九
年
合
戦
」

に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
い
く
つ
か
遺
さ
れ
て
い

／
１
脅
試
継
囲

ま
す
。
貞
任
の
兄
良
宗
が
生
ま
れ
つ
き
盲
目

で
あ
っ
た
の
で
、
安
倍
家
を
継
ぐ
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
津
軽
の
中
里
町
今
泉
に
亡
命
し

た
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。
俗
称

「安

倍
屋
敷
」
が
そ
の
住
居
地
で
は
な
い
か
と
か
、

津
軽
氏
が
先
祖
と
し
て
挙
げ
た
「藤
原
秀
栄
」

が
良
宗
の
孫
で
は
な
い
か
と
い
う
郷
土
史
家

の
推
測
も
あ
り
ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
貞
任

に
二
男
が
あ
っ
て
長
男
千
代
童
丸
が
十
三
歳

で
父
貞
任
と
い
っ
し
ょ
に
厨
川
で
源
氏
の
軍

と
戦
い
捕
虜
に
な
っ
て
斬
首
さ
れ
た
こ
と
は

前
号
で
述
べ
ま
し
た
が
、
二
男
の
「高
星
丸
」

が
津
軽
の
藤
崎
町
に
亡
命
し
た
と
い
う
の
で

哄
吸
の
声
を
あ
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「前
九
年
合
戦
」
の
最
中
に
生
ま
れ
た
の
で
す

か
ら
産
声
も
さ
ぞ
高
か
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
ｒ

ま
た
、
星
の
輝
い
た
よ
う
な
、
Ｉ
の
よ
う
な

男
児
で
あ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
三
高
星
九
」

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

「秋
田
家
系
図
」
で
は
、
「
三
歳
ノ
時
、
乳
母

が
懐
イ
テ
津
軽
ノ
藤
崎
二
逃
ル
．
後
チ
藤
崎

ノ
城
主
ト
ナ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
ξ
藤

崎
系
図
Ｌ
会
津
四
家
合
考
」
と
同
じ
よ
う
に

書
い
て
い
ま
す
。
「藩
翰
譜
』
で
は
、
「
二
男
万

千
代
」
と
し
て
藤
崎
亡
命
を
記
し

「成
長
の

後
、
高
星
と
名
乗
る
」
と
幼
名
万
千
代
、
成

人
名
高
星
と
す
る
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

『安
藤
系
図
」
で
は
、
貞
任
子
に
「高
星
」
の
名

が
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
系
図
で
も
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、
「秋
田
家
系
図
」
は
秋
田
城

介
実
季
が
心
血
を
し
ぼ
つ
て
作
成
し
た
も
の

で
、
近
世
や
明
治
政
府
に
も
認
め
ら
れ
て
き

高

星

丸

の
成

長

高
星
丸

（
一
本
万
千
代
）
は
天
喜
五
年
三

歳
の
時
に
乳
母
の
懐
に
だ
か
れ
て
こ
つ
そ
り

と
城
を
ぬ
け
出
し
て
姿
を
く
ら
ま
し
ま
す
。

父
貞
任
も
政
府
軍
と
の
戦
い
に
身
命
を
か
け

て
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
も
し
も
の
場
合
を

考
え
て
の
措
置
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
「諸
所
二
忍
ビ
隠
レ
」
と

一
書
に
あ
り
ま

す
。
ど
こ
を
ど
う
通
っ
た
の
か
は
誰
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
現
在
の
鹿
角

街
道

（秋
田
県
）
を
北
上
し
、
津
軽
街
道
を

醜
蛮
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
知

津
軽
を
目
ざ
し
て
旧
臣
の
多

い
鹿
角
に
走
り

二
十
五
歳
ま
で
こ
こ
に
隠
れ
忍
び
、
こ
れ
ら

の
豪
族
ら
に
匿
ま
わ
れ
て
兵
法
等
武
人
の
芸

を
仕
込
ま
れ
て
成
長
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

高
星
丸
館
を
築
く

承
歴
三
年
、
二
十
五
歳
で
藤
崎
入
り
し
た

高
星
丸
は
頼
信
と
改
名
し
ま
す
。
そ
し
て
、

津
軽
蝦
夷
と
融
和
し
、
永
保
二
年

（
一
〇
八

二
）
二
十
八
歳
の
時
に
藤
崎
に
舘
を
営
む
こ

と
を
決
心
し
て
重
臣
と
相
談
し
て
城
郭
の
建

立
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

築
館
の
年
号
も
驚
く
ほ
ど
長
い
の
で
す
。

寛
治
六
年

（
一
〇
九
二
）
の
春
に
外
郭
が
竣

工
し
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
約
九
年
余
を
要

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
が
高
星
九
津
軽
藤
崎
入
部
伝
承
で
す

が
、蝦
夷
の
血
脈
を
継
い
だ
安
倍
高
星
が
「前

九
年
合
戦
」
と
叙
上
の
よ
う
な
関
り
を
も
っ

た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
と
ど
め
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
藤
崎
町
立
公
民
館
所
蔵
の

「藤
崎
城
」
の
地
図
で
す
。

遭、

ね
も
ど

っ
か
で
お

話
し
た
と
思
う

の
で
す
が
、
も

う

一
度
書

い
て

み
た

い
と
思
い

高
星
丸
の
誕
生

高
星
丸
は
天

童
墨
一年

（
一
〇

五
五
）
に
貞
任

の
二
男
と
し
て
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◎御食事処「鰊御殿」

市浦村の人口と世帯数   平成7.4.1現在

□  l棟 宿泊 5,000円

団  4月 ～11月 まで「鯨御殿」。

(862-2575)。
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平
成
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
も
新
た
に

歩
み
始
め
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
第

一
歩
と
し
て
、
ま
ず

『
一
日
ド
ッ
ク
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、

健
診
が
終

っ
た
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
は
続
き
ま
す
ｃ‐
受

け
っ
ぱ
な
し
の
健
診
に
す
る
の
で
は

な
く
、
結
果
を
生
か
し
て
健
康
管
理

健
康
づ
く
り

・
健
康
管
理
を
し
て

い
く
中
で
、
悩
み

・
困
っ
た
こ
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
他

の
事
で
も
何
で
も
保
健
婦
が
相
談
に

の
り
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
声
を

か
け
て
下
さ
い
。

今
年
度
か
ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

市
浦
村
を
考
え
て
い
く
、
新
戦
力
の

保
健
婦
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▽

（珈　嗣

⌒磯
松
）

（相
内
）

（相
内
）

（相
内
）

（十
三
）

（十
三
）

結

婚

康
　
博

（む
　
　
つ
）

美
奈
子

（相
　
　
内
）

修 :桃 t惟拿彩・沙・紗 =▽

▽
　
お
く
や
み

小
　
寺
　
由
太
郎

（相
　
内
）
６６
歳

相
　
川
　
オ
カ
子

（十
　
一こ

７９
歳

〓
一　
浦
　
沙
　
季

（相
　
内
）
０
歳

新
　
岡
　
み
ち
江

（磯
　
松
）
８３
歳

〈「
　
　
　
ハ
シ
メ

（磯
　
松
）
９４
歳

〓
一　
和
　
明
　
彦

（磯
　
松
）
４‐
歳

濱
　
田
　
卜
　

ンヽ

（十
　
一こ

８９
歳

豊
　
島
　
リ
　
ツ

（十
　
一こ

８０
歳

佐
　
藤
　
留
　
雄

（相
　
内
）
８３
歳

一差塁思怖蝋記脚肝継押

▽
平
成
６
年
４
月

三
浦
ア
子
さ
ん

（相
内
）
　

五
千
円

鳴
海
尚
志
さ
ん

（相
内
）
　

一二
万
円

成
田
文
明
さ
ん

（脇
元
）
二
十
万
円

一
万
三
千
円

三
和
満
さ
ん
（五
所
川
原
市
）
十
万
円

福
井
リ
エ
さ
ん

（十
三
）
　

一
一万
円

商
工
会
婦
人
部
　
　
　
　
　
一
一万
円

▽
１０
月

葛
西
タ
ヨ
さ
ん

（相
内
）
　

八
千
円

佐
藤
ト
ク
さ
ん

（相
内
）
　

五
千
円

陶
芸
教
室

一
同
　
　
　
　
　
一
一万
円

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ラ
シ

ッ
ク
演
奏
会

三
万
四
千
九
五
五
円

川
瀬
き
そ
さ
ん

（十
三
）
　

一二
千
円

五
所
川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会

三
千
円

▽
‐２
月

村
農
水
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
　
十
万
円

▽
平
成
７
年
１
月

藤
田
斉
さ
ん
⌒磯
松
￥

一千
八
〇
〇
円

中
井
春
代
さ
ん

（十
三
）
　

一
万
円

佐
藤
ヤ
イ
さ
ん

（相
内
）
　

五
千
円

相
内
婦
人
会
　
　
　
　
　
　
一
一万
円

ヽ

３

こ

ち

ら

編

集

室

先
日
、
村
体
育
協
会
が
指
導
し
た

少
年
野
球
教
室
に
女
の
子
が
参
加
。

一
生
懸
命
な
姿
に
超
カ
ン
グ
キ
〃
Ｍ

市
浦
村
の
皆
さ
ん
、
は
じ

私
の
生
ま
れ
は
、
は
る
か
遠
く
Ｐ

の
鯵
ヶ
沢
町
で
す
。
今
年
の
春
、
や

っ
と
学
生
生
活
に
終
止
符
を
う
て
る

は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
、
通

勤
の
た
め
自
動
車
学
校
の
学
生
を
し

て
い
ま
す
。

自
動
車
学
校
で
は
、
「そ
う
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
う
Ｌ
運
動
神
経
が
な
い
」
と

何
度
も
言
わ
れ
て
も
、
に
っ
こ
り
笑

顔
で
答
え
て
い
る
私
で
す
が
、
「Ｓ
』

の
コ
ー
ス
と
『卍
Ｌ
ク
ラ
ン
ク
）
の
コ

ー
ス
だ
け
は
、
笑
っ
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
先
生
方
が
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
て
も
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
の

私
に
は
全
く
届
き
ま
せ
ん
。
頭
の
中

で
は
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
行
動
に

移
す
こ
と
が
で
き
ず
、
悲
鳴
を
あ
げ

て
ハ
ン
ド
ル
を
ま
わ
し
て
い
る
私
で

す
。そ

ん
な
中
、
先
生
の
言

っ
て
く
れ

た

「
そ
の
う
ち
、
上
手
く
な
る
」
と

い
う
言
葉
だ
け
は
私
の
耳
に
届
き
ま

し
た
。
こ
の

一
言
で
ず

い
分
ホ

ッ
と

し
落
ち
着

い
た
私
で
し
た
。

そ
の
時
、
ふ
と

「
こ
ん
な
保
健
婦

で
あ
り
た

い
な
　
」
と
感
じ
ま
し
た

皆
さ
ん
が
大
変
な
状
況
に
陥

っ
た
時
、

そ
の
前
に
で
も
、
ホ

ッ
と
さ
せ
る

一

言
が
い
え
る
、
そ
ん
な
お
手
伝

い
が

で
き
る
保
健
婦
で
あ
れ
た
ら
い
い
な

と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
保
健
婦
に
な
る
に
は
、
ま

だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
未
熟
者
で
す
。

こ
れ
か
ら
し

っ
か
り
と
、
ゆ

つ
く
り

で
も

一
歩

一
歩
進
ん
で
い
き
た

い
と

思

い
ま
す
。
そ
し
て
、

い
つ
で
も
笑

顔
で
い
る
余
裕
を
も

っ
て
、
皆
さ
ん

と
接
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

:雫‰ 紀M


